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道路基盤地図情報道 図情報
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道路GISに関する取り組み道路GISに関する取り組み

 道路GIS（道路基盤地図情報）に関する取り組みの歴史
は長い・・・

H13～H17：GIS構築に関する基礎的な検討

・データ仕様の検討
・各種試行（データ作成・更新実験 利活用検討）

H18：『道路工事完成図等作成要領』

＜直轄国道＞＜高速道路＞

・各種試行（デ タ作成・更新実験，利活用検討）
・取得項目の見直し（スリム化）

H17：『管理用平面図整備要領（案）』 H18：『道路工事完成図等作成要領』
に基づく電子化開始

・工事電子納品成果の一部として整備

H17：『管理用平面図整備要領（案）』
に基づく電子化開始

・供用区間の管理図を電子化

H21末の整備状況：
高速自動車国道でほぼ全線整備
（整備延長：約7 300km（95%））

H21末の整備状況：
高速自動車国道でほぼ全線整備
（整備延長：約7 300km（95%））

H20：『道路工事完成図等作成要領』
の改訂（道路の高さ、横断勾配の取得）

完成縦断図の作成 提出

H21末の整備状況：H21末の整備状況：

（整備延長：約7,300km（95%））（整備延長：約7,300km（95%）） ・完成縦断図の作成・提出
・「測点」地物の追加

※首都高、阪高、本四、都市公社は※首都高、阪高、本四、都市公社は

44

H21末の整備状況：
直轄国道の工事個所より順次蓄積
（整備延長：約7,000km（32%））

H21末の整備状況：
直轄国道の工事個所より順次蓄積
（整備延長：約7,000km（32%））

平成23年度末までに全線整備予定平成23年度末までに全線整備予定



工事完成図から道路基盤地図情報へ工事完成図から道路基盤地図情報へ
 CALS電子納品の強化により低コストな道路基盤地図情報の整備・蓄積を

開始（H18 8より本運用スタート）開始（H18.8より本運用スタート）

 従来の紙図面の電子化ではなく、プログラム処理により道路基盤地図情
報(GISデータ)に変換可能な完成平面図(CADデータ)を作成・電子納品報(GISデ タ)に変換可能な完成平面図(CADデ タ)を作成 電子納品

事完成図工事完成図 道路基盤地図情報道路基盤地図情報

工事

工事完成図
（CADデータ）

工事完成図
（CADデータ）

道路基盤地図情報
（GISデータ）

道路基盤地図情報
（GISデータ）

生成・更新電子納品

道路工事完成図等ﾁｪｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ CAD-GISｺﾝﾊﾞｰﾀ道路工事完成図等ﾁｪｯｸﾌﾛｸﾗﾑ

● 電子納品CADデータをチェック
標定位置（経緯度）、点、面、線の図形や各図形が
持つ属性（設置時期や材質等）の基準を満たしてい
るかをチェック

CAD-GISｺﾝﾊｰﾀ

● CADデータからGISデータへ変換
チェックが終了したCADデータが、道路基
盤地図情報として活用できるように、GIS
データへ自動変換デ タ 自動変換

55



道路工事完成平面図イメージ道路工事完成平面図イメージ

66

実際の工事による完成平面図データ

国道51号 完成平面図（SXF Ver.3.1） Bigvan SXF Browser による表示



道路基盤地図情報イメージ道路基盤地図情報イメージ

77
国道51号 道路基盤地図情報（JPGIS準拠XML→電子国土XMLに変換） 電子国土Webによる表示



道路基盤地図情報の検討ステップ道路基盤地図情報の検討ステップ

 工事電子納品による完成平面図の整備・蓄積、完成平面図（CAD）
から道路基盤地図情報（GIS）への変換の仕組みは確立から道路基盤地図情報（GIS）への変換の仕組みは確立

⇒次ステップとして、順次蓄積される道路基盤地図情報の品質確保，
内部利活用 外部提供の検討の具体化が必須内部利活用，外部提供の検討の具体化が必須

品質確保品質確保

利活用利活用

内部利活用

整備・蓄積，変換の仕組み整備・蓄積，変換の仕組み

品質確保品質確保

標定・接合手法

 

内部利活用

品品品 ∥ ∥
∥ ∥∥ ∥
∥ ∥∥ ∥
∥ ∥

その他
（家屋 地形など）

共通基盤共通基盤

異常事象
・
・

・

上乗せ情報上乗せ情報

施設諸元

占用物

道路基盤
地図情報済

更新手法

更新範囲

接合

接合
更新範囲

接合

接合

部分切出し 接合・更新
・

 
工事完成図書の電子納品（ＣＡＤ）

その他完成図書

完成平面図
（CADﾃﾞｰﾀ）

工事完成図書の電子納品（ＣＡＤ）

その他完成図書

完成平面図
（CADﾃﾞｰﾀ）

維持・管理（ＧＩＳ）

 

維持・管理（ＧＩＳ）

 変換・更新

ﾁｪｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 基準類の策定

道路基盤
地図情報

製品

道路工事
完成図等
作成要領

 
工事完成図書の電子納品（ＣＡＤ）

その他完成図書

完成平面図
（CADﾃﾞｰﾀ）

工事完成図書の電子納品（ＣＡＤ）

その他完成図書

完成平面図
（CADﾃﾞｰﾀ）

維持・管理（ＧＩＳ）

 

維持・管理（ＧＩＳ）

 変換・更新

ﾁｪｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 基準類の策定

道路基盤
地図情報

製品

道路工事
完成図等
作成要領

外部提供

品
質
評
価

質質
評評
価価

∥ ∥∥ ∥
（家屋，地形など）済

88

工事区間工事区間工事区間

部分切出し

編集範囲

工事区間

編集範囲

工事区間工事区間

接合・更新

CAD編集

その他完成図書

ＳＸＦVer3.0形式

その他完成図書

ＳＸＦVer3.0形式

GISﾃﾞｰﾀ

JSGI対応XML形式

GISﾃﾞｰﾀ

JSGI対応XML形式JPGIS対応XML形式

ｺﾝﾊﾞｰﾀ開発

製品
仕様書

作成要領 その他完成図書

ＳＸＦVer3.0形式

その他完成図書

ＳＸＦVer3.0形式

GISﾃﾞｰﾀ

JSGI対応XML形式

GISﾃﾞｰﾀ

JSGI対応XML形式JPGIS対応XML形式

ｺﾝﾊﾞｰﾀ開発

製品
仕様書

作成要領



道路基盤地図情報の品質確保道路基盤地図情報の品質確保
 少ない道路基準点により連続する図面を標定・接合する方法を検討

【Step1】 基準となる図面を標定・接合

 図面間接合後に接合図面全体で標定
【区間1】 【区間2】 【区間3】 【区間4】

【Step2】 基準となる図面に合わせて標定・接合

【区間1】 【区間2】 【区間3】

【区間1】 【区間2】 【区間3】 【区間4】

1．接合

区間2・3をマッ
チラインで接合

1．接合

マッチラインで
接合

2．標定

区間2･3を接合後
の区間全体で標
定

区間１のマッチライン上の道路中
心線位置を基準として標定
区間１のマッチライン上の道路中
心線位置と基準点で標定

2．標定

接合区間全体で
標定 3．接合

区間1･2をマッチライ

99

区間1･2をマッチライ
ンで接合（図形編集）

道路基準点

道路基準点
仮想点



道路基盤地図情報の利活用（道路管理者）道路基盤地図情報の利活用（道路管理者）
 先進的事務所では、道路基盤地図情報の利用環境を構築

 事務所内の各種情報を道路管理平面図（道路基盤地図情報）上で共有 事務所内の各種情報を道路管理平面図（道路基盤地図情報）上で共有

 特に、占用物件管理や舗装管理、境界管理、行政相談処理等への活用
ニーズ

⇒ 先進事例を参考として現場事務所における活用方法を具体化⇒ 先進事例を参考として現場事務所における活用方法を具体化

⇒ 今後、統一的な利用環境の整備を国総研で検討

多様な情報を同一基盤上で統合管理・参照行政相談 舗装管理

苦情
要望
苦情
要望

道路台帳附図、苦情要望、各センサスの観測地点等の表示 舗装年度によって色分け表示

登録

道路管理者

表示する属性情報の指定

同一箇所の
背景を重ね
同一箇所の
背景を重ね

行政相談以外にも
多様な情報を一覧表示

道路管理者

住所、距離標、地物などか
ら該当箇所の地図を検索

舗装年度毎の
色分けを設定 舗装年度を

1010

て表示て表示・事故危険箇所 ・事故発生箇所
・交通量常時観測局

色分けを設定 舗装年度を
色で表現



道路基盤地図情報の利活用（産業界）道路基盤地図情報の利活用（産業界）

 安全運転支援・渋滞回避支援

速度超過箇
所情報提供

道路基盤地図情報

この先
幅員減少

お、この先狭く
なるのか。早め
に減速しよう

減速して
下さい。

標識情報提供

に減速しよう。
む、いつのまにか
下り坂でスピード
が上がっていた。
減速しよう。

む、いつもよりも
減速が必要だ。

この先路
面凍結中

カーナビ地図

交差点危険
情報提供

（一時停止）

この先一
時停止

む、うっかりし
た 早く減

面凍結中

路車協調

この時間

サグ情報提供

ていた。早く減
速しなければ。

お、このスピード

では速すぎるのか。
この先急
カーブ

カーブ進入危
険情報提供

速度一定
車線の
有効活用

この時間
帯は混雑

1111 安全運転支援 環境負荷軽減

では速すぎるのか。
危なかった。。。

カーブ険情報提供



道路基盤地図情報の利活用（産業界）道路基盤地図情報の利活用（産業界）

 環境負荷低減サービスへの活用

 電気自動車(EV)・ハイブリッド電気自動車(PHV)制御

 縦断勾配の情報を活用し、モーター駆動自動車の最適なバッテリ制御を行う。
 また 給電スポットの情報から 残バッテリで走行可能なエリアの情報を提供する また、給電スポットの情報から、残バッテリで走行可能なエリアの情報を提供する。

 さらに、交通情報等も活用し、電気自動車・ハイブリッド自動車にとって最適な燃費
となるルート検索を行う。

現状 将来

長い下り坂だけど、 この登りのあとは 下り坂で十分
に給電できるバッテリが満杯で充

電できないなぁ・・・
長い下り坂だが
バッテリを使って
走行しよう。

に給電できる
ぞ!!

目的地

給電スポット

目的地まで電気で走行す
るには、この先、迂回して
給電スポットに立ち寄ること
をお勧めします。

1212  低公害自動車の利用促進による環境負荷低減

想定される効果
給電スポット



道路基盤地図情報の試行提供 ～概要～道路基盤地図情報の試行提供 ～概要～
 目的
 民間等における道路基盤地図情報への関心 利用目的や期待す 民間等における道路基盤地図情報への関心、利用目的や期待す

る効果を明らかにする。

 現状の道路基盤地図情報の品質、重要な地物や路線単位などの
連続的・面的な道路基盤地図情報の整備（接合）検討に資する要連続的 面的な道路基盤地図情報の整備（接合）検討に資する要
望等を明らかにする。

 方法
 直轄国道の 部の道路基盤地図情報を試行提供 直轄国道の一部の道路基盤地図情報を試行提供
 試行提供を受けた主体から、利用目的や現状の品質等を調査

 対象道路
 三重県内の直轄国道（23号、25号、42号、258号）・・・約122.1km

 フォーマット
 XML形式（JPGIS準拠XML 電子国土XML） SXF（P21）形式 XML形式（JPGIS準拠XML，電子国土XML）、SXF（P21）形式

 試行提供期間
 2010年12月上旬～2011年3月末日
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試行提供結果（中間報告）～利用状況～試行提供結果（中間報告）～利用状況～

 利用報告書提出：6社

地 空 情報流通実験 実験 参加 た ITS Japan、地理空間情報流通実験コンソーシアム（実験に参加した
114社含む）等

 アンケート提出：12社 アンケ ト提出：12社

 地理空間情報流通実験コンソーシアムでの利用状況 地理空間情報流通実験コンソ シアムでの利用状況

 2月8日時点の集計結果，89団体が回答

 検索回数：75回，ダウンロード回数：16回（52項目中第3位）

 全国のデータが揃っていて欲しいという要望：37件（第1位）

 早期に提供して欲しい：23件（第1位）

 利用可能なデータ形式でダウンロードしたいという要望：30件（第1位） 利用可能なデ タ形式でダウンロ ドしたいという要望：30件（第1位）

14



試行提供結果（中間報告）～考察～試行提供結果（中間報告）～考察～
 様々な用途への可能性
 ITS（車線逸脱防止警告 カーブ進入警告）のサービス提供に必要 ITS（車線逸脱防止警告、カ ブ進入警告）のサ ビス提供に必要

な情報の構築
 自社（民間）地図の高精度化
 GIS製品へのプラグイン機能の実装 GIS製品へのプラグイン機能の実装
 民間地図整備の基礎データとして事故調査等の行政業務に利用
 道路維持管理のための情報ポータルの基盤データ

バ デザ プ 盤デ 歩行空間における3次元ユニバーサルデザインマップの基盤データ
 歩行者ナビゲーションのネットワークデータ
 ドライビングシミュレータ、自走カート、ロボット向けナビゲーションドライビングシミ レ タ、自走カ ト、 ボット向けナビゲ ション
 騒音調査、事故調査、大気成分測定等の調査・シミュレーション

 コンテンツ作成の効率化
 道路基盤の構築によりコンテンツ作成コスト低下につながる 道路基盤の構築によりコンテンツ作成コスト低下につながる
 基礎データとして用途は広く、2次利用機関のコスト削減、サービス

向上に寄与する

15



試行提供結果（中間報告）～考察～試行提供結果（中間報告）～考察～
 情報の品質
 全国のデータ整備または直轄国道に加えて主要地方道のデータ整 全国のデータ整備または直轄国道に加えて主要地方道のデータ整

備への要求
 高さ（標高、縦横断勾配）の提供により用途拡大の可能性
 ITSサ ビス ナビゲ ション等の利用では 接合した連続的な情報 ITSサービス、ナビゲーション等の利用では、接合した連続的な情報

である必要性が高い
 迅速な更新による鮮度、正確性への要求

利用 の対価 利用への対価
 無償が望ましいが、商用目的であれば有償もやむを得ない
 研究目的で利用する場合は無償を希望

 試行提供の拡大・長期化への要求
 試行提供の拡大・長期化により、自社GIS製品へのプラグイン機能

実装等の可能性を検証実装等の可能性を検証
 研究目的では、提供期間が短く、長期間での提供を希望
 個別図面、接合図面に関わらず、早期公開を希望

16



今後の予定今後の予定
 整備・更新

高速道路 都市高速 全路線のCADデ タ整備 高速道路・都市高速：全路線のCADデータ整備

 直轄国道：CALS電子納品により工事で順次蓄積・更新

 地方道はこれから普及促進 地方道はこれから普及促進

 道路基盤地図情報のシームレス化手法の検討

 利活用（道路管理者）

 統一的な利用環境の構築

 道路台帳図等への活用可能性の検討

 利活用（産業界）

 試行提供結果を受け、外部提供の本運用体制を検討

 産業界における利活用の具体化 産業界における利活用の具体化

1717



道路の区間ID方式道 区間 方式
（旧 道路の共通位置参照方式）

1818



留意点 皆様のご要望を受けて用語を変更する予定です！

変更前 変更後
定義

留意点～皆様のご要望を受けて用語を変更する予定です！～

（Ver0.9）
定義

日本語 英語

道路の共通位
置参照方式

（道路の）区間ID（方式） Section Referencing ID 「区間IDテーブル」を活用した位
置参照の方式を示す

オーソリティテー
ブル

（道路の）区間IDテーブル Authority Table for Road 
Sections

一連の区間IDを定めたテーブ
ルを示す

路線 区間 Section 皆が共通でとらえるべき道路の
ひとまとまりの単位ひとまとまりの単位

路上参照点 参照点 Reference Point 道路に沿った位置を特定するた
めに、道路上に設けられる一種
の基準となる点基準 なる点

端点 端点 End Point 「区間」の始終点

各路線に対し２点定義すること
を必須とする

経由路上参
照点

経由点 Intermediate Point 各路線の途中に格納する点

19

※第十一回 位置参照方式検討会（2010/12/22）資料より

19



道路の区間ID方式の概要道路の区間ID方式の概要
 道路の「区間」と「参照点」とを用いて、相対的に道路上の位置を特定する方式

 「区間」は、ある道路区間（新センサス区間に準拠の予定）をひとつの単位」 、あ 路 新 準拠 定

 「参照点」は、代表的な交差点や県境、市区町村境、距離標等に設定

 異なる地図間でも安定的で正確に道路情報が交換可能
 緯度経度誤差に左右されにくい

 IDの経年変化がない

・・・区間ID225830001上の参照点
ID225885283から+350m左側

表現例

5.0km

距離標
（参照点）

ID225823232

国道
59

コンビニエン
スストア

ID225885283から 350m左側

区間

交差点（参照点）

交差点（参照点）
ID225836125

ID225823232

起 終

区間 ID225830001

交差点（参照点）
ID225885283

工事中

区間ID225830001上で

起
点
側

終
点
側

道路管理者上記例の他に、プローブ・規制・渋

2020

区間ID225830001上で
（自）参照点ID225885283から+250m道路上

～（至）参照点ID225885283から+550m道路上

道路管 者
情報滞等の区間情報・道の駅・ガソリン

スタンド・公園等の目的地点(POI)
情報などの利用が想定



利点1利点1
 恒久的なIDを付与するため、道路ネットワークの経年変

化 柔軟 対応 能化に柔軟に対応可能
道路の区間ID方式既存の道路ネットワークデータ

・路線の追加等に伴い既存路線についても
IDの変更が発生

・区間の追加等に伴う変更は、追加した
区間のみ

101

100 102

101

100 102

経年変化 経年変化

参考：

DRMネットワーク

は年約７％のリンク
が変化（全道路

101

100 103 104
101

100 102

が変化（全道路
データベース（約
364万リンク）を対
象に平成16年度と
平成17年度データ

2121

105
103

平成17年度データ

を比較（国総研調
べ）



利点2利点2
 IDのみを共通化するため、様々な道路ネットワークとの

対応付けが容易 かつデータのレコード数を少なくする対応付けが容易、かつデータのレコード数を少なくする
ことが可能で、コンテンツの流通に適している

道路の区間ID方式
（意味とし のひとまとまりを元にIDのみを共通化）

既存の道路ネットワークデータ
（実際 道路形状を した定義） （意味としてのひとまとまりを元にIDのみを共通化）（実際の道路形状を元にした定義）

ﾘﾝｸID：○○
○km/h ﾘﾝｸID：○○

○km/h

ﾘﾝｸID：○○
○km/h ﾘﾝｸID：○○

○km/h

ﾘﾝｸID：○○
○km/h

道路の共通ID
（道路形状は
定義しない）

区間ID：○○
上り：起点方向から○mまでが○km/h、○mｌまでが○km/h・・・
下り：終点方向から○mまでが○km/h、○mまでが○km/h・・・ﾘﾝｸID：○○

○km/h

ﾘﾝｸID：○○
○km/h

ﾘﾝｸID：○○
○km/h

ﾘﾝｸID：○○
○km/h

ﾘﾝｸID：○○
○km/h

参考：H22道路交通センサス対象区間で約9万路線
(予定）

参考：DRM基本道路ネットワーク（5.5m以上の道
路）約131万リンク

：ノード ：参照点（端点）

デ タ表現方法の自由度が高い規定したリンクにデータ表現が縛られる可能性あり データ表現方法の自由度が高い
⇒パターンは限定的であり対応付けは容易

規定したリンクにデ タ表現が縛られる可能性あり

⇒統合や分割など数多くの複雑な対応づけパターン
が必要（立体交差、二条交差点の処理等）

2222
Ａ社 Ｂ社 Ａ社 Ｂ社
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検討体制検討体制

• 「次世代デジタル道路地図研究会」の提言（H16～18年度）

– 「道路管理者や各社共通で永続的に利用可能な道路の共通位置参
照方式の具体化が必要」

– 委員長：柴崎教授（東京大学）委員長：柴崎教授（東京大学）

• 「位置参照方式検討会」の活動（H19年度～）

– 国総研・DRM協会が連携し、民間各社等との意見交換の場を設置

– 道路の共通位置参照方式の運用に向けて、現在も継続して活動中

検討会メンバ：トヨタ、日産、ホンダ、パナソニック、日立、デンソー、パイオニア、住
友電工、ゼンリン、昭文社、インクリメントＰ、トヨタマップマスター、オムロン、エヌ・
シー・エム、三菱総研、国土交通省道路局、国総研、DRM協会

• 道路管理者等との意見交換（H21年度末頃～）

2323



平成20年度以降の活動経緯と今後の予定

ブ 維

【活用論】 官・民 【整備論】 DRM協会

平成20年度以降の活動経緯と今後の予定

・活用方策の具体化
官民の連携方策検討

・方式具体化
（道路の区間IDテ ブル標準策定）

H20年度H20年度

方式を活用した情報収集・管理・提供 道路の区間IDテーブル整備・維持更新

・官民の連携方策検討 （道路の区間IDテーブル標準策定）

・サンプルデータ作成方法の具体化、サンプル
デ タ提供

・方式の確定（テーブル試作・評価）
テ ブルの試作 評価 提供

年度年度

連携

データ提供
・方式普及のための情報項目提供方法の検討

・テーブルの試作・評価・提供
H21年度H21年度

連携

標準の最終確認 テ ブル試作及び仕様の最終確認

H22年度
（実用化準備）

H22年度
（実用化準備）

・標準の最終確認
・ プローブデータ交換実験
・コンテンツ流通仕様の具体化（センサス、常時
観測、プローブ等）

・テーブル試作及び仕様の最終確認
・テーブル整備、運用体制準備
・道路交通センサス対象路線（高速、直轄、都
府県道等）整備（H22年度末）連携

・情報提供等開始

以降順次提供情報等拡大

・テーブルの維持更新
実用化H23年度

以降
H23年度

以降

24

・以降順次提供情報等拡大
以降以降
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道路の区間IDテーブルの表現例道路の区間IDテーブルの表現例

県境 市区町村境 都道府県道

距離標
●●県
国道事務所

国道○号

市区町村道 ○○工業団地
（大規模施設）

距離標
●●県
国道事務所

自専道
区間

参照点参照点

区間A

道路の区間ID
方式

区間B 区間C

（大規模施設）

参照点の種類
区 分

参照点の種類

参照点
参照点（区間の端点）
参照点
参照点（区間の端点）

参照点の種類
区間の端点（端点） 区間の端点以外（経由点）

交差点 立体交差、JCT、IC部 ○ ○

名称のある交差点 ○

距離標 ○

県境 ○

市区町村境 ○

そ 他道路管理者が定める点

25

その他道路管理者が定める点

（道路管理者が異なる箇所、自動車専用道路に指定されている
区間の起終点、大規模施設等へのアクセス点）

○

※1：都道府県道以上の交差点のみ区間の端点となる。
※2：路線の間に都道府県道以上の交差点が設置された場合は、当該点は区間の端点とはならない。

25



道路の区間IDテーブルの整備道路の区間IDテーブルの整備

 平成22年度中に、道路交通センサス対象路線の「道路
の区間IDテ ブル を整備の区間IDテーブル」を整備
 初期整備の対象道路

 般都道府県道（政令市の主要市道を含む）以上の道路 一般都道府県道（政令市の主要市道を含む）以上の道路

 指定市の一般市道の一部
 原則4 車線以上の道路で、一般都道府県道以上の道路と同等の機原則 車線以 道路 、 般都道府県道以 道路 同等 機

能を有する路線として、道路状況調査の対象に選定した路線

 自動車専用道路の出入口（ＩＣ）とセンサス対象路線とを接続す
る市区町村道る市区町村道

 センサス対象路線とセンサス対象路線とを接続する市区町村道

 平成23年度から「道路の区間IDテーブル」を公開予定
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活用範囲 国交省が考えている当面の ンテンツ流通の対象活用範囲 ～国交省が考えている当面のコンテンツ流通の対象～

 道路交通センサス、常時観測、プローブデータでの活用

「 流 様 を策定

道路管理者が有す情報 道路交通情報、地図差分等

 「コンテンツ流通仕様」を策定中

民間A

道路交通
センサス 車載端末

プローブ情報等

センサス
調査

道路交通情報、地図差分等

プローブ
情報等

道路管理者

民間B

車載端末プローブ情報等

道路交通情報、地図差分等

携帯端末
プローブ情報等

道路系システム

他 政機 等
：想定する活用範囲

店舗情報等

27

その他行政機関等 ：将来的に活用が考えられる範囲

その他民間
ガソリン

スタンドＡ コンビニＢ27



目指す道路情報流通のイメージ

民間プローブ等 道路管理者プローブ等道路管理者保有情報 自社データ

ネットワーク
等

3.方式普及へ

共通位置参照方式

路線ID

路上参照点ID

1.道路管理者が保有する
既存データ提供実験

3.方式普及へ
向けた検討

方向フラグ

相対距離

左・中・右区分コード2.道路基盤地図情報を活用した

  道路基盤地図情報上で

オフセット距離位置精度が高いデータ提供実験

道路標識

管理される道路関連情報
（緯度・経度（X,Y））

28

停止線 道路基盤地図情報
（緯度･経度（X,Y））

緯度・経度

28



災害に関する道路情報流通の具体例災害に関する道路情報流通の具体例
東日本大震災（第46報）から抜粋

KPから民間各社の地
図上に点や線で効率よ
く反映できる

• 民間4社のプローブデータの関連づけ（重ね合わせ）、道路管民間4社のプロ ブデ タの関連づけ（重ね合わせ）、道路管
理者提供の通行止め情報の反映を人海戦術で対応している

• 道路区間ID方式を用いると、関連づけの作業が省力化され
るので、速やかに地図に落として情報の無謬性が確認できる

http://www.its-jp.org/saigai/index-kisei.php



カーナビによるコンシェルジュサービス

行く先々で最新の観光やグルメ情報などのリアルタイムな確認が可能
観 性 献 旅 者 ビ 高度 が観光地の活性化（町おこしへの貢献）、旅行者へのサービスの高度化が実現

現状 目指す姿現状 目指す姿

1k 先に公園

守谷SAでB級

グルメフ ア開

情報が全てカー
ナビに自動的に
表 されれば良 1km先に公園

があります。

施設情 詳細情

グルメフェア開
催中

表示されれば良
いのに。

施設情
報

ナビDBに登録

されている情

詳細情
報

事前に行き先を
サービスによっては、
オペレータが観光ス

されている情
報は適宜表示

今週のラン
チ情報各店舗等から様々な

案内が受けられるカーナビハード

明日はどこで食
事しようかな・・

検索し、ナビに登
録

ポットなどを案内

地域がお勧
めする地元観
光施設

眺めの良い
道路の案内

30
その近くに甘味
処がありますよ。

※左記のサービスに加えて上記も可能

光施設

30



今後の展開に向けた期待今後の展開に向けた期待
 「次世代デジタル道路情報委員会」の活動成果の広報

 道路情報の流通、高精度道路地図の整備・更新の仕組み
 官民の緊密な連携強化体制の構築

海外動向を踏まえた官側 の提案 要望 海外動向を踏まえた官側への提案・要望

 民主導による「道路基盤地図情報」や「道路の区間ID方式」の具体民主導による 道路基盤地図情報」や 道路の区間 方式」の具体
的な利用場面の創造
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